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名古屋市の平成 27 年度施策並びに 

予算に関する要望【強調項目】 

＜現状認識＞
１.平成 27 年 10 月に予定されている消費税率の再引き上げによる景気の腰折れ懸念 

２.市場の将来性に着目し円高是正にもかかわらず拡大を続ける海外シフト 

３.リニア開業の効果的な活用により期待される交流促進（進捗指標でもある東京オリンピックの活用） 

＜地域が取り組むべき課題＞ 

１.地域経済を支える中小企業の活力強化 

２.国際的な都市間競争を勝ち抜くための都市力強化 

基

本

的

な

考

え

方 

要望Ⅰ 

■中小企業の経営基盤の安定･強化 
 

 １．小規模事業者経営改善普及事業費等補助金の拡充 

  ２．創業支援の充実 

  ３．消費税率引き上げに伴う価格転嫁対策の推進 

 ４．中小企業の成長を後押しする税制措置への理解・支援 

   （消費税の複数税率導入の阻止、中小企業者等の法人税率の特例 

の延長･拡大、外形標準課税の適用拡大の阻止） 

 
■ビジネスチャンス拡大のための支援強化 
 
  １．「メッセナゴヤ」への強力な支援   

（国際展示場の整備促進等） 

   ２．中小企業の海外展開支援の強化 

地域経済を支える中小企業の支援強化 

要望Ⅱ 

世界トップレベルへの都市力強化 

■次世代産業の育成・振興 
   
１．航空機産業の集積に向けた支援 

（人材育成、中小企業の新規参入支援、海外展開支援等）  
２．医療機器産業の育成･振興 

（マッチング支援、試作・研究開発費の助成等）  
３．次世代自動車産業の振興 

（水素ステーションの整備促進と関連規制緩和の実施等）  
４．FA・ロボット産業の育成・振興 

（海外展開支援、ロボカップ 2017 世界大会の名古屋誘致等） 
 
■東京オリンピック・リニア開業を見据えた街づくり 
 
１．リニア開業を見据えた名古屋都心の活性化推進 

（乗換利便性の向上、名古屋駅と高速道路の直結化、名古屋駅・栄地区 
等の魅力的な街づくり等）  

２．インバウンドの増進 
（外国人旅行者の受入環境の整備促進、戦略的 MICE・スポーツイベント
の誘致・開催等）  

３．ゲートウェイ機能の強化 
（中部国際空港の利用促進並びに二本目滑走路の早期整備、名古屋港の
整備促進等）  

 ４．地域観光資源の魅力向上 
  （産業観光の振興、街道観光の振興等）  
５．地域防災・減災対策の拡充・強化 

（インフラ整備・拡充、市民意識の向上と共助の枠組みづくり等） 
 

＜参考資料：愛知県中小企業基本調査（H26.3.17 愛知県発表）＞ 

○産業労働支援機関のうち、企業への支援や連携等の 
関わりは「商工会・商工会議所」が最も多い。 

○利用したことがある産業労働施策は 
「経営改善普及事業」が最も多い。 

（愛知県 HP より加工して作成） （愛知県 HP より加工して作成） 
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